




















 本稿は、充実した探究的な学習を目指すために活用する ICT を用いた教育プログラムを構
築するために、社会調査とコンピューターを使った処理を組み合わせた教育方法について、基
礎的な指導の流れについて考察することを目的としている。 
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資料 1 授業で使用した導入アンケート 



































資料 3 ピボットテーブル作成におけるデータの選択と出力場所 
 






























料 5）。更に、男女比率を表示するために ID を再度ドラッグし、「計算の種類」を「列集計に
対する比率」とする（資料 6）。 
学習時間についても同様とするが、学習時間については、0 分―180 分と幅があったため、

















































表は表 1・2 のとなる。 
 
表 1 性別の度数分布表 
 
表 2 学習時間の度数分布表 
学習時間 度数 比率 累積度数 累積比率 
０分 13 40.63% 13 40.63% 
1-30分 14 43.75% 27 84.38% 
31-60分 3 9.38% 30 93.75% 
61分以上 2 6.25% 32 100.00% 
総計 32 100.00%     
 









































表 3 性別×暮らし方 
  実家暮らし 一人暮らし 総計 
男 13 （ 72.22% ） 5 （ 27.78% ） 18 
女 12 （ 85.71% ） 2 （ 14.29% ） 14 
総計 25 （ 78.13% ） 7 （ 21.88% ） 32 
 
4.3 グラフの作成 
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